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心
身
障
害
者
扶
養
保
険
制
度
は
、
保
護
者
の
死
亡
後
残
さ
れ
た
障
害
者
に
終
身
年
金
を
支
給
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
地

方
公
共
団
体
が
実
施
主
体
の
共
済
を
、
厚
生
省
所
管
の
特
殊
法
人
で
あ
る
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
が
保
険
す
る
し
く
み
と 

 

な
っ
て
い
る
。 

九
六
年
一
月
に
は
、
「
安
定
化
方
策
」
の
名
の
も
と
、
保
険
料
の
改
定
、
財
政
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
方 

 
 

的
な
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
は
保
険
が
契
約
で
あ
る
と
の
原
則
か
ら
考
え
て
問
題
が
多
く
、
ま
た
制
度
そ
の
も
の
に
も
本
質
的

な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
自
治
体
主
体
の
任
意
加
入
の
保
険
で
は
あ
る
が
、
多
額
の
財
政
資
金
が
投
入
さ
れ
て
お
り
、
厚
生

省
所
管
の
特
殊
法
人
が
資
金
運
用
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
国
も
責
任
を
負
う
べ
き
事
業
で
あ
る
。 

一 

保
険
料
改
定
に
つ
い
て 

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

（
二
） 

約
款
に
根
拠
が
あ
る
と
し
て
も
、
一
般
加
入
者
が
加
入
時
に
こ
う
し
た
大
幅
な
保
険
料
の
改
定
を
想
定
で
き
た
と 

（
一
） 

今
回
の
よ
う
な
一
方
的
な
か
つ
大
幅
な
保
険
料
改
定
（
月
額
四
一
〇
〇
円
の
者
の
場
合
、
段
階
的
に
八
九
〇
〇
円

に
値
上
げ
）
は
、
加
入
者
の
手
元
の
約
款
の
ど
の
条
項
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
。 
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三 

 



 

（
八
） 

そ
も
そ
も
制
度
創
設
時
に
、
福
祉
的
な
配
慮
等
で
保
険
料
を
安
易
に
安
く
設
定
し
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
今
回
の 

（
七
） 

こ
の
よ
う
な
大
幅
な
保
険
料
引
き
上
げ
に
至
る
事
態
に
い
た
る
ま
で
、
各
方
面
か
ら
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
ら
措
置
を
と
ら
ず
改
革
を
先
延
ば
し
に
し
て
き
た
理
由
は
何
か
。
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。 

（
六
） 

「
運
用
利
率
の
低
下
」
も
理
由
で
あ
る
と
す
る
と
、
運
用
利
率
に
上
下
が
あ
る
と
い
う
当
然
の
事
実
を
前
提
と
し

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

（
五
） 

そ
も
そ
も
、
障
害
者
死
亡
率
の
低
下
を
行
政
目
標
と
す
べ
き
行
政
機
関
が
、
こ
う
し
た
見
込
み
を
大
き
く
誤
っ
た

責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。
保
険
料
改
定
の
前
に
、
ま
ず
自
ら
の
ま
ち
が
い
を
認
め
説
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う 

 

か
。 

（
四
） 

「
障
害
者
死
亡
率
の
低
下
」
が
理
由
で
あ
る
と
す
る
と
、
よ
い
方
向
に
で
は
あ
る
が
そ
の
見
込
み
を
誤
っ
た
原
因

は
何
か
。 

（
三
） 

保
険
料
改
定
の
理
由
は
何
か
。
数
字
の
根
拠
も
あ
げ
て
説
明
せ
よ
。
理
由
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理

由
が
、
ど
の
程
度
の
割
合
で
原
因
と
な
っ
た
か
も
説
明
せ
よ
。 

考
え
る
か
。
ま
た
、
当
時
加
入
を
奨
励
し
て
い
た
自
治
体
は
そ
う
し
た
説
明
を
十
分
行
っ
た
と
考
え
る
か
。 

四 

 



 

三 

制
度
の
実
施
体
制
に
つ
い
て 

二 

財
政
支
援
に
つ
い
て 

（
二
） 

九
五
年
度
以
降
に
関
し
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
及
び
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
へ
の
事
務
費
補
助
額
と
そ
の
使

途
、
内
訳
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
述
べ
よ
。 

（
一
） 

保
険
料
納
付
不
足
分
（
約
一
二
〇
〇
億
円
）
を
国
及
び
県
が
二
分
の
一
ず
つ
二
〇
年
間
負
担
す
る
と
の
こ
と
だ 

 

が
、
「
私
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
国
会
答
弁
な
ど
で
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
の
保
険
に
財
政
支
援
す
る
根
拠
は
何 

か
。 

（
九
） 

こ
の
よ
う
な
措
置
の
後
、
さ
ら
な
る
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
と
い
う
事
態
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
て
よ
い
か
。
値

上
げ
が
あ
り
う
る
と
す
る
と
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。 

よ
う
な
加
入
者
を
裏
切
る
大
幅
な
値
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
要
素
は
な
い
か
。
九
五
年
二
月
二
三
日
付
け
毎
日

新
聞
夕
刊
の
記
事
に
、
厚
生
省
障
害
福
祉
課
が
「
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
が
低
過
ぎ
」
と
の
見
解
を
示
し
た
と
あ
る
が

事
実
か
。
こ
う
し
た
要
素
も
あ
っ
た
こ
と
を
素
直
に
認
め
る
こ
と
が
、
保
険
料
値
上
げ
の
最
低
限
の
前
提
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

四 

加
入
者
数
に
つ
い
て 

（
一
） 

こ
の
保
険
の
対
象
と
な
る
障
害
者
の
保
護
者
数
と
、
加
入
者
は
現
在
何
名
程
度
か
。 

（
七
） 

こ
の
事
業
団
の
九
五
年
度
以
降
の
役
員
給
与
、
退
職
金
の
平
均
額
は
い
く
ら
か
。 

（
六
） 

こ
の
事
業
団
の
役
員
、
職
員
の
総
数
と
厚
生
省
出
身
者
数
、
占
め
る
割
合
を
述
べ
よ
。 

（
五
） 

こ
の
事
業
団
の
事
務
費
、
役
員
、
職
員
給
与
な
ど
に
、
保
険
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い 

 
 

か
。 

（
四
） 

こ
の
事
業
団
の
業
務
の
内
、
こ
の
保
険
事
業
が
し
め
る
割
合
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
予
算
、
職
員
の
両
面
か
ら

答
え
よ
。 

（
三
） 

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
が
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
、
根
拠
は
何
か
。 

（
二
） 

財
政
難
の
自
治
体
に
も
財
政
負
担
を
せ
ま
る
な
ど
、
自
治
体
と
国
、
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
の
意
思
疎
通
が
十

分
で
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
加
入
者
か
ら
も
、「
責
任
主
体
が
明
確
で
は
な
い
。
県
の
窓
口
な
ど
も
誠
意
が
な
い
。
」

と
の
声
が
あ
る
。
関
係
各
者
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
る
の
か
。 

（
一
） 

地
方
公
共
団
体
主
体
の
事
業
で
あ
る
経
緯
を
述
べ
よ
。 

六 

 



 

五 

年
金
額
、
脱
退
一
時
金
の
金
額
に
つ
い
て 

（
一
） 

年
金
月
額
一
口
二
万
円
、
二
口
で
も
四
万
円
と
の
額
は
、
現
在
の
物
価
水
準
、
他
の
障
害
者
施
策
等
と
の
関
連 

 
 

で
、
妥
当
な
額
と
考
え
る
か
。
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

（
五
） 

任
意
保
険
で
あ
る
と
し
て
も
、
制
度
の
存
在
を
広
報
し
新
規
加
入
者
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
制
度
の
存
続
は
あ
り
え

な
い
。
「
障
害
者
の
保
護
者
の
間
で
も
認
知
率
が
そ
う
高
く
な
い
、
広
報
に
熱
心
さ
が
な
い
」
と
の
声
も
あ
る
が
、 

 

国
、
自
治
体
、
事
業
団
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
広
報
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
昨
年
度
を
例
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
具
体
的
に
答
え
よ
。 

（
四
） 

新
規
加
入
者
急
減
、
累
計
加
入
者
の
漸
減
が
保
険
の
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
か
。
さ
ら
な
る
保
険
料
値
上 

 

げ
、
財
政
措
置
等
へ
の
悪
循
環
へ
と
つ
な
が
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。
お
そ
れ
が
な
い
と
す
る
と
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

（
三
） 

九
六
年
度
新
規
加
入
者
数
が
そ
れ
ま
で
の
四
、
五
千
人
台
か
ら
一
四
〇
二
名
に
急
減
し
た
理
由
を
ど
う
と
ら
え
る

か
。 

（
二
） 

加
入
者
数
が
小
さ
な
割
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
を
ど
う
考
え
る
か
。 

数
的
な
分
析
を
も
と
に
答
え
よ
。 

七 

 



 

 

八 

（
二
） 

保
険
料
値
上
げ
な
ど
に
よ
る
脱
退
者
の
た
め
の
一
時
金
は
、
加
入
期
間
に
応
じ
て
三
万
円
、
五
万
円
、
十
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
一
方
的
な
保
険
料
倍
増
に
際
し
、
継
続
の
意
思
に
も
か
か
わ
ら
ず
や
む
を
得
ず
長
年
加

入
の
保
険
を
脱
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
々
へ
の
措
置
と
し
て
は
あ
ま
り
に
不
十
分
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
考
え
な
い

と
し
た
ら
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

六 

制
度
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て 

以
上
の
質
問
へ
の
お
答
え
か
ら
も
、
こ
の
制
度
が
政
府
の
政
策
判
断
の
誤
り
、
過
去
の
経
緯
、
状
況
の
変
化
等
か
ら
様
々

な
矛
盾
を
抱
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
が
、
障
害
者
を
お
持
ち
の
保
護
者

の
方
々
に
一
定
の
安
心
を
与
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
今
回
の
安
定
化
方
策
の
よ
う
な
小
手
先
の
改
革

で
は
や
が
て
制
度
自
体
が
行
き
詰
ま
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
。
過
去
の
政
策
判
断
の
誤
り
を
明
確
に
し
、
か
つ
現
在
の
加
入

者
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
制
度
の
存
続
自
体
ま
た
国
、
自
治
体
、
民
間
な
ど
も
含
め
た
運
営
主
体
の
明
確

化
・
一
本
化
、
他
の
障
害
者
施
策
と
の
統
合
な
ど
も
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
の
検
討
に
早
期
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
検
討
の
必
要
す
ら
な
い
と
考
え
る
と
す
る
と
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

右
質
問
す
る
。 


